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令和６年　第３回 七ヶ宿 町定例会が開かれました　
　定例会の内容は　〇教育長の任命　〇選挙管理委員の選挙　〇条例の改 正４件　〇令和６年度補正予算６件　〇令和５年度決算認定９件　の審議
が行われました。「町営スキー場等管理運営業務の債務負担行為補正」は修 正動議が提出され、賛成多数で修正可決されました。（※下記に詳細を記載）
　令和５年度の決算認定は決算特別委員会を設置し審査を行い、その他の議 案は全て可決し第３回定例会は終了しました。９月５日は３名の議員が「農
業振興対策」「町花乙女ゆり」「指定管理施設の運営」「マイナンバーカード 保険証推進」の一般質問を行い町政をただしました。（※ p15 ～ p17 に記載）

債務負担行為補正の内容
事　　　項　　  七ヶ宿町町営スキー場等管理運営業務
期　　　間　　  令和７年度から令和 11 年度（５年間）
限　度　額　　  6,500 万円

（令和2年度より令和6年度の5年間は5,500万円で運営委託）

問 　渡部　英幸　議員　
　年 200 万円増額になった理由は。

答 　ふるさと振興課長
�　現指定管理者の（有）はあとリソートの直近５年分収支を参考に平均を求め、
その値に経済的、社会的要素をもとに限度額を算出。中間の令和９年度の金
額を求めその額を５倍にした。

　�　詳細は人件費及び一般管理費で 10％の加算。また暖冬に関することを考慮
するとともに、キャンプ場収入の減を加味した。

町営スキー場の指定管理委託料の限度額を
５年間で 1,000 万円減額修正

6,500 万円　から　5,500 万円　に改める　

賛成６・反対１「賛成多数で修正可決」

議員から提出した修正動議
　町はグラススキーの廃止や第 4 リフト稼働停止などを理由に、
令和２年４月１日より年間の指定管理委託料を200万円減額し、
５年間で 5,500 万円の債務負担額とした経緯がある。
　一方、現在の指定管理者は、積雪不足による県の貸付金制度
の利用並びに、コロナ禍などの度重なる状況下でも、しっかり
と施設管理をしてきた実績があることから、この度の債務負担
限度額を修正するものである。

発議者　七ヶ宿町議会議員　渡　部　英　幸　
賛同者　　　　 〃  　　　　５名　　　　　　

施
設
管
理
者
の
努
力

　
町
は
令
和
２
年
度
か
ら
５
年
間
の
管
理
委
託
料
を

１
千
万
円
の
減
額
を
提
示
し
、
管
理
者
と
の
再
三
に

わ
た
る
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
に
よ
り
契
約
を
交
わ
し
て
い
る
。

　
そ
の
上
、
管
理
者
は
降
雪
不
足
に
よ
り
、
県
か
ら

３
千
万
円
の
借
入
負
債
を
抱
え
、
令
和
５
年
度
の
暖

冬
に
よ
る
積
雪
不
足
で
６
０
０
万
円
弱
の
赤
字
経
営

の
な
か
で
も
、
町
の
観
光
産
業
や
地
域
振
興
の
た
め

努
力
し
て
き
た
事
を
評
価
し
た
。

　
令
和
5
年
度
の
補
正
予
算
で
１
５
０
万
円
の
物
価

高
騰
対
応
事
業
者
支
援
金
の
援
助
を
行
っ
て
い
る
事

も
、
委
託
料
の
減
額
修
正
を
行
う
要
因
と
し
た
。

 

管
理
委
託
料
に
温
度
差

　
令
和
３
年
12
月
の
補
正
予
算
で
「
ふ
る
さ
と
体
験

交
流
館
（
お
た
て
）」
に
、
５
年
目
の
最
終
年
度
（
令

和
４
年
分
）
に
管
理
委
託
料
１
２
０
０
万
円
追
加
し

て
い
る
。

　
委
託
料
の
総
額
を
７
２
０
０
万
円
に
増
額
し
た
経

緯
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
ス
キ
ー
場
指
定
管
理
委
託
料

と
の
温
度
差
に
疑
問
を
感
じ
て
い
た
。

修
正
案
ま
で
の
質
疑
内
容（
抜
粋
）賛

成

議

員

の

考

え

原　案

修正案
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令和５年度　財源の構成（歳入）概略
一般会計決算総額　３３億６００万円

前年度より　５億６０３万円増　となりました

令和５年度　経費の構成（歳出）概略
一般会計決算総額　３２億９９３万円
前年度より　５億２２３６万円　増となりました

令 和 ５ 年 度 特 別 会 計 決 算 総 額 （歳入）	１０億　　８８万円
（歳出）	 ９億６３４０万円

基金繰入金
２億２９３７万円

〇地域担い手づくり基金繰入金
〇財政調整基金繰入金

民生費 ８億７３６２万円
〇保育所新築工事
〇物価高騰緊急支援給付金

町　　　税
５億９３６万円

〇固定資産税
〇ダム交付金

総務費 ７億１２４３万円
〇地域おこし協力隊事業
〇庁舎エレベーター新設工事

地方交付税
１２億１９２４万円
〇普通地方交付税
〇特別地方交付税

農林費 ２億７７３１万円
〇入浴施設管理業務
〇ライスセンター建築工事 町　　　債

６億４１２２万円
〇保育所新築事業
〇ライスセンター建設事業

衛生費 ２億４３５２万円
〇一般破棄物収集運搬業務　
〇住民検診委託料

そ　の　他
２億８２６７万円

〇企業版ふるさと納税
〇立木売り払い収入

土木費 ２億３４４２万円
〇町道足沢橋橋梁設計業務
〇住みたい住宅応援事業補助

教育費 ２億３１２０万円
〇自慢の学校作り推進事業
〇宇検村交流事業

国県支出金
４億２４１４万円

〇コロナワクチン接種料
〇物価高騰対応交付金

商工費 １億３２６２万円
〇ふるさと交流体験館管理業務
〇商工会運営費補助

消防費 　２億１７６万円
〇防災備蓄倉庫新築工事
〇消防団員報酬

　
令
和
５
年
度
決
算
審
議
に
つ
い
て
、
議
員
全
員
で

勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。

勉
強
会
実
施

会　計　名 歳　　入 歳　　出 歳出の主な内容
国民健康保険事業勘定 ２億　７０４万円 ２億　５４２万円 保険給付 金	 １億４４０２万円
国民健康保険直診勘定 ９９１０万円 ９７５３万円 超音波診 断装置	 ４６２万円
簡 易 水 道 １億　４５８万円 ９５４５万円 峠田排水 池電気計装設備改修工事	１８２７万円
町 営 バ ス ５０３２万円 ４９９４万円 町営バス 委託業務	 ３５９４万円
公 共 下 水 道 １億７８２１万円 １億６７８７万円 浄化セン ター設備更新工事	 ５４７８万円
介 護 保 険 ３億　６１９万円 ２億９３６３万円 施設介護 サービス給付費	 1億３３７６万円
介 護 サ ー ビ ス １４６５万円 １４２６万円 いこいの 里管理事業	 ４００万円
後 期 高 齢 者 医 療 ２１７６万円 ２１０５万円 後期高齢 者医療保険料	 １２２９万円
七ヶ宿ダム自然休養公園 １９００万円 １８２５万円 公園管理 業務	 １００２万円
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◇
主
な
案
件

◆
教
育
長
の
任
命

◆
選
挙
管
理
委
員
及
び

　
同
補
充
員
の
選
挙

◆
条
例
の
改
正

◆
令
和
６
年
度

　
一
般
会
計
補
正
予
算

◆
令
和
６
年
度

　
特
別
会
計
補
正
予
算

◆
令
和
５
年
度

　
決
算
認
定

◆
決
算
特
別
委
員
会

　
委
員
長
報
告

◆
一
般
質
問

令
和
６
年 

第
３
回
定
例
会

会
期
（
９
月
３
日
～
12
日
）

◇
教
育
長
の
任
命

◇選挙管理委員の選挙　        任期：令和６年９月30日～令和10年９月29日

選挙管理委員補充員名

◇
条
例
の
改
正　
４
件

　
（
国
の
法
律
の
改
正
に
伴
う
も
の
）

【
提
案
の
理
由
】

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
教
育
長

を
任
命
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

問 

五
十
嵐　
敏
夫　
議
員

　

固
定
資
産
税
の
課
税
誤
り
が

あ
っ
た
が
、
職
員
教
育
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答 

町
民
税
務
課
長

　
確
実
に
次
の
職
員
が
チ
ェ
ッ
ク

す
る
な
ど
、
二
度
と
こ
の
様
な
課

税
誤
り
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
気
を

付
け
て
い
き
た
い
。

問 

渡
部　
英
幸　
議
員

　
有
害
鳥
獣
対
策
業
務
不
足
見
込

み
の
要
因
は
。

答 

農
林
建
設
課
長

　
南
奥
羽
鳥
獣
害
防
止
広
域
対
策

協
議
会
の
補
助
金
が
減
額
と
な
り
、

人
件
費
等
の
不
足
が
生
じ
た
た
め
。

◆
歳
　
入

 

■ 

町
の
税
収

問 

法
人
税
収
が
増
額
と
な
っ
た

内
訳
は
。

答 

新
規
の
法
人
が
２
社
で
、
今

後
の
税
収
見
込
み
は
会
社
の
収
益

に
よ
る
。

 問 

ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績
は
。

答 

個
人
か
ら
の
納
税
は
19
件
、

う
ち
「
さ
と
ふ
る
」
か
ら
は
９
件

と
な
っ
て
い
る
。

 問 

個
人
住
民
税
並
び
に
固
定
資

産
税
未
納
の
対
策
は
。

答 

滞
納
者
の
方
と
納
税
相
談
を

通
し
て
収
納

対
策
に
努
め

て
い
る
。

問 

ダ
ム
の
基
金
は
い
ず
れ
枯
渇

す
る
。
ダ
ム
周
辺
を
管
理
す
る
町

と
し
て
の
財
源
確
保
は
。

答 

ダ
ム
管
理
所
の
協
力
や
一
般

財
源
を
投
入
し
な
が
ら
、
有
効
な

予
算
の
使
い
方
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

◆
歳
　
出

 

■ 

林
業
対
策

問 

町
有
林
の
売
り
払
い
と
造
林

実
績
は
。

答 

令
和
５
年
度
の
売
り
払
い
実

績
は
約
８
３
０
万
円
で
、
造
林
は

東
谷
地
山
１
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

今
後
は
皆
伐
状
況
を
見
て
１
～
３

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
予
定
し
て
い
る
。

 問 

町
の
将
来
を
見
据
え
た
町
有

林
の
管
理
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る

の
か
。

答 

町
有
林
は
町
の
貴
重
な
財
源

な
の
で
、
何
の
た
め
に
伐
採
し
た

の
か
問
わ
れ
な
い
よ
う
、
補
助
事

業
な
ど
を
見
定
め
な
が
ら
対
応
し

た
い
。

◆�

七
ヶ
宿
町
災
害
弔
慰
金
の
支
給

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

◆�

七
ヶ
宿
町
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
全
部
改
正

◆�

七
ヶ
宿
町
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

◆�

七
ヶ
宿
町
指
定
介
護
予
防
支
援

等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並

び
に
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に

係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果

的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
及
び
七
ヶ
宿

町
包
括
的
支
援
事
業
の
実
施
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
改
正

　

原
案
ど
お
り
可
決

令
和
６
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

５
７
０
０
万
円
追
加

〇
災
害
復
旧
事
業
費

４
４
５
０
万
円

〇
過
誤
納
還
付
金
不
足

２
７
６
万
円

阿
あ

 部
べ

 　 誠
まこと

 氏

髙
たか

 橋
はし

 典
のり

 子
こ

 氏

大
おお

 津
つ

 好
よし

 子
こ

 氏

中
なか

 川
がわ

 光
みつ

 子
こ

 氏

今
こん

 野
の

 　 誠
まこと

 氏

佐
さ

 藤
とう

 光
みつ

 雄
お

 氏

髙
たか

 橋
はし

 博
ひろ

 司
し

 氏

小
お

 川
がわ

 良
よし

 範
のり

 氏

鈴
すず

 木
き

 雄
ゆう

 治
じ

 氏

▲令和６年第３回定例会

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度

決
算
特
別
委
員
会
質
疑

決
算
特
別
委
員
会
質
疑

▲ダム桜並木 ▲ダム噴水風景

▲伐材搬出作業
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■ 
農
業
対
策

問 
町
の
施
設
や
整
備
さ
れ
た
農

地
を
優
先
的
に
活
用
し
て
い
る
法

人
へ
の
行
政
対
応
は
。

答 

法
人
へ
の
指
導
は
随
時
意
見

交
換
を
行
い
後
継
者
も
育
っ
て
き

て
い
る
。
引
き
続
き
経
営
が
成
り

立
つ
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
。

 

■ 

貸
付
金
処
理

問 

森
林
組
合
へ
の
貸
付
金
返
済

額
は
本
来
の
額
に
戻
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答 

議
会
か
ら
の
申
し
出
を
受
け

止
め
は
し
た
い
が
、
現
在
の
返
済

状
況
を
変
更
す
る
事
は
で
き
な
い
。

 

■ 

指
定
管
理
施
設

問 

入
浴
施
設
の
利
用
実
績
と
運

営
状
況
は
。

答 

入
浴
利
用
者
は
延
べ
１
万
５

２
８
５
人
、
売
上
額
は
約
７
６
８

万
円
。
燃
料
購
入
費
は
木
質
チ
ッ

プ
が
約
４
６
６
万
円
、
重
油
が
約

４
０
８
万
円
。

問 

く
ら
し
研
究
所
の
事
業
実
績

は
。

答 

来
所
者
が
１
４
８
１
人
、
移

住
相
談
は
22
組
51
名
。
お
試
し
住

宅
管
理
や
自
然
体
験
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て

い
る
。

 

■ 

生
活
支
援

問 

飼
料
等
価
格
高
騰
対
策
支
援

金
の
内
容
は
。

答 

国
の
対
策
助
成
金
と
し
て
７

軒
の
農
家
に
対
し
て
肉
用
牛
１
頭

８
千
円
、
乳
用
牛
1
頭
1
万
円
を

助
成
し
た
。

問 

出
産
に
対
し
て
近
隣
に
入
院

施
設
が
少
な
い
が
、
ど
こ
の
病
院

に
て
対
応
し
て
い
る
の
か
。
ま
た

通
院
費
等
の
助
成
は
あ
る
の
か
。

答 
福
島
県
や
柴
田
町
ま
た
岩
沼

市
の
病
院
で
の
出
産
の
報
告
頂
い

て
い
る
。
妊
娠
し
て
か
ら
総
額
５

万
円
を
助
成
し
て
い
る
。

 

■ 

そ
の
他

問 

院
外
薬
局
へ
の
運
営
安
定
支

援
金
の
実
績
と
評
価
は
。 

答 

令
和
５
年
度
は
11
か
月
分
の

５
５
０
万
円
を
支
援
し
て
お
り
、

利
用
人
数
は
計
画
ど
お
り
す
す
ん

で
い
る
。

問 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

の
地
区
別
登
録
者
数
は
。

答 

会
員
22
名
の
う
ち
横
川
２
名
、

関
10
名
、
滑
津
６
名
、
峠
田
２
名
、

湯
原
２
名
が
登
録
し
て
い
る
。

問 

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
利
用

実
績
は
。

答 

タ
ク
シ
ー
の
運
行
は
毎
週
水

曜
日
で
年
間
40
回
、
利
用
者
は
延

べ
２
５
７
人
と
な
っ
て
い
る
。

問 

生
活
支
援
な
ど
各
補
助
金
の

事
業
実
績
は
。

答 

価
格
高
騰
対
応
生
活
支
援
金

（
一
人
世
帯
１
万
円
、
二
人
以
上

世
帯
２
万
円
）
合
計
６
２
３
万
円
。

非
課
税
世
帯
へ
の
支
援
を
合
計
２

１
９
１
万
円
。
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
５
０
０
万
円
。
３
割
増
し
商
品

券
発
行
で
２
６
７
万
５
千
円
。
補

足
給
付
金
（
均
等
割
り
10
万
円
・

18
歳
未
満
加
算
５
万
円
）
の
合
計

２
４
０
万
円
を
支
出
。

 

■ 

環
境
整
備

問 

町
道
烏
川
線
の
足
沢
橋
梁
補

修
の
進
捗
状
況
は
。

答 

令
和
６
年
度
内
に
工
事
発
注

す
る
。

問 

町
内
で
確
認
さ
れ
た
不
法
投

棄
の
状
況
は
。

答 

長
老
に
電
話
線
、
峠
田
に
古

タ
イ
ヤ
、
関
に
家
具
や
生
活
用
品
、

滑
津
バ
ス
停
に
液
晶
テ
レ
ビ
な
ど
。

▲旬の市

▲町内不法投棄防災備蓄倉庫防災備蓄倉庫 質疑応答質疑応答

下水処理場下水処理場 柏木山牧草置場跡地柏木山牧草置場跡地

▲足沢橋現状

▲入浴施設

決算特別委員会現場調査決算特別委員会現場調査
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決算特別委員長審査結果報告書（抜粋）

「行政執行への提言書」を提出

監査委員意見書（抜粋）
　本委員会は９月６日より９月 10 日までの 3
日間にわたり開催し、決算の全般的な事項及び
内容等について審査を行いました。その結果一
般会計外８特別会計決算について全員一致で認
定いたしました。ただし、詳細に審議した中で
各委員より次のような意見が出されました。

１、�農林業は人口減少の進む町に欠くことの出来ない産業であることから、町の各施
設の利用団体にはその役割を十分に果たす行政指導が必要である。

１、畜産農家は物価高により飼料が高騰しているので、更なる支援が必要である。
１、�町の指定管理団体には、健全なる経営と収益が上がるよう、経営の監視と徹底し

た指導をすべきである。
１、�町民に支援した物価高騰対策生活支援金（商品券）について、今後も定期的に継

続すべきである。
１、�町の「くらし研究所」の事業内容は、ＮＰＯ法人でも対応できる内容でもあるこ

とから、町の指定管理から切り離すなど、運営方法を再考するべきである。

　最後に、監査委員から示された意見書の内容についても重く受け止め、町民を主体
とした行財政運営を強く望み、委員長報告とします。

決算特別委員長　渡　部　英　幸　

　令和６年第３回定例会に示された令和５年度
の決算内容について審査した結果、各委員から
出された意見を集約し、行政執行に対する提言
として町長に提出しました。
　提言書の内容については、上段に記載した決
算特別委員長の報告の各項目を「地域産業振興
政策」や「地域生活支援政策」、「管理施設運営
政策」に分け提言としましたので、委員長報告
の内容をご確認ください。

　令和５年度一般会計及び特別会計の主なる事務事業については、正確であり適正妥
当であると認めた。また、各種基金においても適正に運用されていることを記述し、
総括とし監査委員意見書とする。

⑴移住定住支援対策について
　�　移住定住支援策の成果が表れている一方で、移住先が関地区に集中していること
から、他地域の人口減少が際立つ状況にあります。
⑵住環境と空き家対策について
　�　住みたい住宅応援条例の制定により、解体件数が 28件と進み、近隣住民の安心・
安全にも大きく貢献しているものと評価されます。
⑶町税及び各種使用料等の収納対策について
　�　町税滞納は減少していますが、上下水道使用料は滞納繰越額が高額になっていま
す。一層の効果的な収納対策を講じるよう望みます。
⑷指定管理施設の運営について
　�　各指定管理施設は、交流人口拡大に大きく貢献しているが、一部の指定管理施設
では赤字決算となっており、町と指定管理者は引き続き連携して取り組む必要性を
強く感じます。
⑸物品の町内調達拡大について
　�　町外事業者からの購入が散見されるが、町内事業者の売上拡大による経済循環、
雇用維持の観点からも官民一体で「買う工夫・売る工夫」が不可欠と思われます。
⑹施策・事業の評価検証について
　�　長年に渡る事業が多数見られるので、より効果的に執行されるように、ＰＤＣＡ
サイクルの確立、進行管理の実施が不可欠と思われます。　
⑺普通会計の決算統計による財政分析指標について
　�　財政の柔軟性を示す経常収支比率は、「85.6％」と前年比 0.2 ポイント上昇して
いるが、他の主な財政指標は特に問題もなく全体として健全な財政運営が行われて
いるものと判断されます。今後も、町民の理解と協力を得ながら最小の経費で最大
の効果を上げるべく、引き続き不断の創意工夫をもって「小さくとも持続可能な町」
の実現が達成されることを期待します。

代表監査委員　神　尾　重　行　

～今回の表紙は～
　52回七ヶ宿町民体育大会が開催されました。
　新しい保育所で一生懸命練習したこどもたち
から小学生、中学生、高校生と地域の皆さんが
しっかり盛り上げた大会となりました。
　また議員各位も選手として、裏方さんとして
大会に参加しておりました。
　この大会がこれからも継続できるよう、皆さ
んの力で盛り上げていきましょう。

▲正副議長が町長へ提出しました
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議案の審議結果議案の審議結果
【表の見方】　○：賛成　×：反対　欠：欠席　早：早退　議：議長　退：退席　除：除斥　投：投票　※議長は採決に加わりません

会
議
名
議案番号 議　案　内　容

議決月日
結果

議員名

掲
載
頁

1 2 3 4 5 6 7 ８
髙
橋
　
浩
之

髙
橋
き
く
子

渡
部
　
英
幸

五
十
嵐
敏
夫

吉
田
　
　
修

髙
橋
　
茂
美

今
野
三
喜
男

管
原
　
研
治令和６年

令
和
６
年
第
３
回
定
例
会

第49号 教育長の任命について ９月３日 原案同意 投 投 投 投 投 投 投 議 P6
第 50号 七ヶ宿町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正について ９月５日 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〃

第51号 七ヶ宿町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例の全部改正について 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〃

第52号 七ヶ宿町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定
める条例の一部改正について 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〃

第53号

七ヶ宿町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指
定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方
法に関する基準を定める条例及び七ヶ宿町包括的支援事業の
実施に関する基準を定める条例の一部改正について

〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〃

第54号 令和６年度七ヶ宿町一般会計補正予算（第２号）・修正案ｐ
２に記載 〃 可決 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 議 P2

第 54号 令和６年度七ヶ宿町一般会計補正予算（第２号）修正を除く原案 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 P6
第 55号 令和６年度七ヶ宿町介護保険特別会計補正予算（第１号） 〃 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〃
第56号 令和６年度七ヶ宿町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〃

第57号 令和６年度七ヶ宿町七ヶ宿ダム自然休養公園特別会計補正予
算（第１号） 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〃

第58号 令和６年度七ヶ宿町簡易水道事業会計補正予算（第１号） 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〃
第59号 令和６年度七ヶ宿町下水道事業会計補正予算（第１号） 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〃
第40号 令和５年度七ヶ宿町一般会計歳入歳出決算認定について ９月12日 原案認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 P4

第 41号 令和５年度七ヶ宿町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定
について 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〃

第42号 令和５年度七ヶ宿町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定について 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〃
第43号 令和５年度七ヶ宿町町営バス特別会計歳入歳出決算認定について 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〃
第44号 令和５年度七ヶ宿町公共下水道特別会計歳出決算認定について 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〃
第45号 令和５年度七ヶ宿町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〃

第46号 令和５年度七ヶ宿町介護サービス特別会計歳入歳出決算認定
について 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〃

第47号 令和５年度七ヶ宿町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認
定について 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〃

第48号 令和５年度七ヶ宿町七ヶ宿ダム自然休養公園特別会計歳入歳
出決算認定について 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〃

令和６年 第２回定例会以降の議長・議員の動向令和６年 第２回定例会以降の議長・議員の動向
月　日 場　所 会議・行事名 出席者 摘　要

6月 12日 町内 6.12 総合防災訓練 議長・副議長・
五十嵐

全員安否確認
訓練

6月 12日 事務室 広報特別委員会 広報委員
6月 20日 町内 総務文教常任委員会所管事務調査 総文委員
6月 20日 町内 産業建設常任委員会所管事務調査 産建委員
6月 22日 高齢者センター 町シルバー人材センター総会 議長
6月 25日

〜

6 月 27日
取手市・開成町 仙南亘理議長会議長視察研修 議長

6月 27日 白石市 白石地区暴力団追放対策協議会総会 副議長
6月 28日 事務室 広報特別委員会 広報委員
7 月 2 日 第 3会議室 議会と語る会実行委員会 議員全員
7 月 2 日 事務室 広報特別委員会 広報委員

7 月 4 日 南三陸町 県北町村議長会研修会 議長
県町村議会議
長会副会長と
して出席

7 月 5 日 福島市 R399 福島南陽間期成同盟会総会 議長
7月 11日

〜

7 月 12日
白石市 仙南亘理地方町村議会議長会常任委員長研修会

正副議長・
常任委員長
（副委員長）

7月 18日 事務室 広報特別委員会 広報委員
7月 18日 第３会議室 全員協議会 議員全員 諸般事項

7月 18日 仙台市 議員講座① 副議長、髙茂、
吉田、五十嵐

7月 19日 仙台市 議員講座② 議長、渡部、
髙き、髙浩

7月 22日 大河原町 仙南地域広域行政事務組合議会 議長・渡部
7月 27日 岩沼市 自民党第３選挙区支部「令和６年度総会」「研修会」議長
7月 30日 事務室 宮城県議会正副議長意見交換会 正副議長
8 月 1 日 大河原町 仙南地域広域行政事務組合議会 議長・渡部
8 月 5 日 仙台市 後期高齢者医療広域連合議会 吉田
8 月 9 日 加美町 町村議会議員セミナー 議員全員
8月 15日 活性化センター 令和 6年度七ヶ宿町二十歳を祝う会 議員全員
8月 19日 仙台市 後期高齢者医療広域連合議会 吉田
8月 19日 大河原町 宮城県議会と仙南・亘理議会意見交換会 議長
8月 25日 町内 わらじで歩こう七ヶ宿 議員全員
8月 28日 第３会議室 議会運営委員会 議運委員 第３回定例会
8月 28日 第３会議室 全員協議会 議員全員 第３回定例会

～  議 会 と 語 る 会 開 催 の お 知 ら せ  ～
　日頃より議会活動にご協力頂きありがとうございます。
　令和６年度第２回目の「議会と語る会」を開催致します。
　日時などの詳細については後日、チラシなどでお知らせ致しますのでご確認く
ださい。多くの皆様のご参加をお待ちしております。
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【
自
己
チ
ェ
ッ
ク
】

　
農
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
高
齢

化
や
担
い
手
不
足
に
て
非
常
に
厳

し
い
が
、
美
し
い
ふ
る
さ
と
を
守

る
た
め
、
今
後
も
様
々
な
提
言
が

必
要
と
感
じ
た
。

「町有林の重要性を認識し運用を」

「森林整備への新たな補助制度の導入を」

調査実施日　令和６年 10月８日（火）
調 査 事 項　町有林の財産管理について

総務文教常任委員会　委員長　五十嵐　敏　夫

　町民の財産である、町有林の現状と今後の計画及び町有林の財産管理について所管
事務調査を行いました。委員からは下記のような意見がありましたので報告いたしま
す。
１�．植林事業に際しては、山林の土壌調査も行い、樹木選定を検討することが重要で
ある。
２�．作業委託については公正な入札制度の確立が必要であり、特に木材の販売におい
ては市場の動向も考慮することが必要である。
３�．間伐等の作業委託契約においては、町の担当課においても、定期的に現場の状況
を確認することが重要である。
　以上、町の財産である町有林の管理保全の重要性を再度認識し、運用にあたること
を望み報告といたします。

調査実施日　令和６年 10月８日（火）
調 査 目 的　「七ヶ宿町森林整備計画」の進捗状況について

産業建設常任委員会　委員長　渡　部　英　幸
　
　令和３年度に策定された「第６次七ヶ宿町長期総合計画（10か年計画）」に示され
ている森林整備計画の進捗状況や今後の取り組みについて調査し、下記の意見が出さ
れました。

記
１�．町民の共有財産である町有林の伐期適齢面積や造林面積などの割合を示し、20
年後、30年後を見据えた事業展開を進めるべきである。
２�．植栽後、植栽本数の 30％以上に満たない本数を２年以内に植栽するような、行
政指導を進めることが必要である。
３�．植栽後４年目以降の下刈り作業に対する町単独の補助
金制度を導入し、森林整備の更なる促進を図るべきであ
る。
　以上、職員一丸となって事務執行にあたることを強く望
み報告とします。

◀︎
東
谷
地
山
現
地
調
査

▲会議室　質疑

　
各
集
落
協
定
代
表
か
ら
、
担
い

手
不
足
に
よ
り
今
後
の
５
年
間
継

続
の
難
し
さ
が
提
言
さ
れ
た
。
町

と
し
て
も
、
農
業
振
興
整
備
計
画

の
調
査
、
見
直
し
を
行
い
、
計
画

策
定
の
支
援
を
継
続
し
農
地
の
維

持
管
理
等
に
努
め
て
行
き
た
い
。

問
第
６
期
へ
の
取
り
組
み
に

向
け
、
水
田
の
畑
地
化
や

営
農
家
の
集
落
協
定
離
脱
な
ど

に
、
町
の
積
極
的
な
支
援
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答
全
地
区
に
て
担
い
手
不
足

に
よ
る
共
同
活
動
が
困
難

な
状
況
で
あ
る
が
、
直
接
支
払
交

付
金
や
多
面
的
交
付
金
を
活
用
し

て
、
非
農
家
・
団
体
・
企
業
の
協

力
を
頂
く
方
法
や
、
地
域
協
議
会

と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
行
き
た

い
。

問
耕
作
放
棄
地
や
遊
休
農
地

が
増
え
る
こ
と
か
ら
、
個

人
営
農
化
に
対
す
る
新
た
な
支
援

制
度
を
設
け
る
べ
き
で
は
な
い

か
。答

農
林
業
生
産
者
育
成
補
助

金
や
有
害
鳥
獣
防
止
施
設

補
助
金
を
活
用
し
て
、
担
い
手
農

家
へ
の
農
地
利
用
集
積
を
促
し
な

が
ら
、
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
を
抑

え
推
進
し
て
行
く
。

問
地
域
環
境
が
荒
廃
す
る
こ

と
は
子
供
や
高
齢
者
に

と
っ
て
も
決
し
て
軽
視
で
き
る
問

題
で
は
な
い
が
、
町
長
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
農
地
保
全
の
草
刈
作
業
や

ク
リ
ー
ン
運
動
作
業
な
ど
、

多
く
の
町
民
の
協
力
を
頂
い
て
来

た
。
今
後
も
水
源
の
町
と
し
て
、

各
集
落
協
定
と
連
携
し
、
非
農
家

や
団
体
の
協
力
の
も
と
、
地
域
の

環
境
保
全
、
農
地
保
全
に
努
め
て

い
く
。

問
鳥
獣
害
防
止
電
気
柵
施
設

に
隣
接
さ
れ
た
樹
木
地
帯

を
、
獣
害
防
止
の
干
渉
地
帯
と
し

て
町
に
よ
る
伐
採
や
刈
り
払
い
作

業
を
強
く
望
む
が
。

答
鳥
獣
害
防
止
電
気
柵
施
設

は
町
内
に
約
１
０
０
㎞
施

設
し
て
い
る
。
管
理
は
各
団
地
に

て
行
う
と
の
条
件
で
あ
っ
た
の

で
、町
で
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

問
平
成
12
年
度
よ
り
町
内
の

営
農
家
が
取
り
組
ん
で
い

る
、
七
ヶ
宿
町
日
本
型
直
接
支
払

制
度
も
令
和
７
年
３
月
に
て
終
了

す
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
評
価
と
、

第
６
期
目
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
農
業
振
興
の
観
点
か
ら
ど
の

よ
う
な
対
策
を
講
じ
よ
う
と
し
て

い
る
の
か
。

答
各
集
落
協
定
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
25
年
間
に
わ

た
り
、
農
地
保
全
、
農
業
所
得
の

向
上
及
び
集
落
の
維
持
等
に
効
果

が
あ
っ
た
と
高
く
評
価
し
て
い

る
。 問答

農
業
振
興
対
策
を
問
う

今
後
も
各
集
落
協
定
と
連
携
し
推
進
し
て
行
く

五
い

十
が

嵐
らし

  敏
とし

夫
お

  議員

▲今年の稲刈り風景
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▲町営スキー場

問
町
花
で
あ
る
乙
女
ゆ
り
バ

イ
オ
増
殖
技
術
へ
の
取
り

組
み
経
緯
は
。

答
昭
和
57
年
に
「
乙
女
ゆ
り
」

を
町
花
認
定
し
、
59
年
に

宮
城
県
園
芸
試
験
場
で
バ
イ
オ
増

殖
に
成
功
し
た
こ
と
か
ら
、
62
年

に「
乙
女
ゆ
り
バ
イ
オ
セ
ン
タ
ー
」

を
建
設
し
、
町
職
員
と
森
林
組
合

職
員
を
県
に
派
遣
し
習
得
を
行

い
、
増
殖
を
開
始
し
た
。

問
以
前
に
「
乙
女
ゆ
り
ま
つ

り
」
を
実
施
し
て
い
る
が

そ
の
内
容
と
成
果
は
。

問
今
後
、
旬
の
市
や
町
営
ス

キ
ー
場
な
ど
町
の
指
定
管

理
施
設
は
ど
の
よ
う
に
運
営
し
て

い
く
の
か
。

答
「
ス
キ
ー
場
」
は
令
和
６

年
度
で
、「
旬
の
市
」
は
令

和
７
年
度
で
委
託
終
了
と
な
る
。

　
指
定
管
理
者
選
定
は
原
則
公
募

で
進
め
、
議
会
に
提
案
す
る
。

問
指
定
管
理
施
設
の
管
理
運

営
に
ど
の
様
な
努
力
を
求

め
て
い
く
の
か
。

答
現
在
、
13
施
設
を
８
事
業

者
が
運
営
を
行
っ
て
い
る

が
、
そ
れ
ぞ
れ
指
定
管
理
基
本
理

念
協
定
書
に
基
づ
き
管
理
を
委
託

い
て
い
る
。

問
指
定
管
理
者
の
選
任
は

し
っ
か
り
と
し
た
ビ
ジ
ョ

ン
や
意
欲
を
持
っ
た
団
体
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答
管
理
運
営
が
し
っ
か
り
出

来
、
今
後
の
観
光
振
興
を

図
ら
れ
る
団
体
に
委
託
す
る
考
え

で
あ
る
。

【
自
己
チ
ェ
ッ
ク
】

　
「
乙
女
ゆ
り
」
増
殖
へ
の
対
応

な
ど
改
め
て
確
認
で
き
ま
し
た

が
、
今
後
も
保
存
対
策
な
ど
、
町

の
対
応
を
質
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
「
指
定
管
理
施
設
」
運
営
に
つ

い
て
は
、
町
の
観
光
産
業
に
直
結

し
た
大
事
な
課
題
な
の
で
、
町
内

で
の
人
員
不
足
の
問
題
や
指
定
管

理
委
託
料
な
ど
、
行
政
の
姿
勢
を

更
に
質
し
て
い
き
た
い
と
感
じ
ま

し
た
。

問答
町
花
の
保
存
対
策
は
？

乙
女
ゆ
り
群
生
地
の
増
殖
を
継
続
的
に
行
う

答
昭
和
63
年
に
七
ヶ
宿
町
特

産
の
郷
づ
く
り
実
践
協
議

会
を
設
立
し
、
生
産
販
売
に
取
り

組
み
毎
年
１
万
球
苗
を
増
殖
し
、

約
10
年
に
わ
た
り
毎
年
１
千
鉢
程

販
売
を
行
っ
た
。

問
町
の
バ
イ
オ
施
設
増
殖
事

業
は
な
ぜ
継
続
出
来
な

か
っ
た
の
か
。

答
バ
イ
オ
の
技
術
を
導
入
し

て
も
開
花
ま
で
の
期
間
が

４
年
か
ら
５
年
か
か
り
、
徐
々
に

生
産
者
を
減
ら
す
結
果
と
な
っ

た
。問

町
花
「
乙
女
ゆ
り
」
は
現

在
町
内
に
何
輪
確
認
さ
れ

て
い
る
の
か
。
ま
た
町
花
保
存
へ

の
考
え
は
。

答
現
在
、
保
存
区
域
も
含
め

28
輪
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

町
花
で
あ
る
「
乙
女
ゆ
り
」
を
絶

や
す
こ
と
は
な
い
よ
う
、
し
っ
か

り
対
応
し
て
い
き
た
い
。

髙
たか

橋
はし

  浩
ひろ

之
ゆき

  議員

　
周
知
に
つ
い
て
は
、
７
月
に
マ

イ
ナ
保
険
証
に
関
す
る
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
配
布
。
10
月
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
下
４
桁
を
記
載
し
た
通
知
を

郵
送
す
る
予
定
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

に
も
７
月
の
一
斉
更
新
に
よ
り
、

同
様
に
下
４
桁
を
記
載
し
た
も
の

と
保
険
証
を
郵
送
し
て
い
る
。

問
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て
い

る
中
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
所
有
者
か
ら
の
返
却
の
申

し
出
な
ど
な
い
の
か
。

答
現
在
、
交
付
率
は
約
91
％
。

本
町
で
は
返
却
の
申
し
出

は
届
い
て
い
な
い
。
昨
年
一
般
質

問
で
も
答
弁
し
て
い
る
が
、
特
段

配
慮
者
へ
は
丁
寧
に
サ
ポ
ー
ト
し

て
行
き
た
い
。

問
生
活
困
窮
者
の
短
期
保
険

証
者
に
影
響
は
な
い
の
か
。

答
資
格
確
認
書
が
交
付
さ
れ

る
の
で
特
に
影
響
は
な
い

と
考
え
る
。

問
ト
ラ
ブ
ル
が
続
出
の
中
で

政
府
に
対
し
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
の
一
時
再
考
な
ど
の
働

き
か
け
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
町
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
つ
い
て
反
対
す
る
立
場

で
は
な
い
。
個
人
情
報
の
漏
洩
、

カ
ー
ド
紛
失
な
ど
町
民
の
不
安
に

つ
い
て
は
、
機
会
が
あ
れ
ば
国
、

県
に
伝
え
た
い
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

持
た
な
い
人
は
資
格
確
認

書
が
交
付
さ
れ
、
当
面
は
受
診
可

能
だ
が
、町
民
へ
の
周
知
な
ど
は
。

答
既
存
の
保
険
証
は
有
効
期

限
ま
で
使
用
で
き
る
。
マ

イ
ナ
保
険
証
を
保
有
し
な
い
方
に

は
有
効
期
限
が
切
れ
る
前
に
資
格

確
認
書
が
送
付
さ
れ
、
医
療
機
関

の
受
診
が
可
能
で
す
。

　
現
行
の
保
険
証
の
新
規
発
行
が

12
月
２
日
で
終
了
す
る
。
マ
イ
ナ

保
険
証
は
、
ご
登
録
や
誤
表
示
な

ど
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
、
利
用
率
は

全
国
的
に
低
迷
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
状
況
の
も
と
、
政
府
は
方

針
通
り
推
進
し
て
い
る
が
、
本
町

で
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
る
の

か
伺
う
。

問答
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
保
険
証
推
進
に
つ
い
て
問
う

不
安
が
無
い
よ
う
丁
寧
に
進
め
て
行
き
た
い

吉
よし

田
だ

  修
おさむ

  議員

【
自
己
チ
ェ
ッ
ク
】

　
制
度
に
よ
り
個
人
情
報
の
漏
洩

な
ど
に
繋
が
ら
な
い
か
質
問
を
し

た
。
既
存
の
保
険
証
を
残
す
よ
う

な
働
き
か
け
を
し
て
ほ
し
か
っ

た
。

問答
指
定
管
理
施
設
の
運
営
は
？

指
定
管
理
基
本
協
定
書
に
基
づ
く
管
理
を
指
導
し
て
い
く
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開かれた議会活動のため、お気軽にご意見・ご要望をお聞かせください。
　　　　　　　現在町のホームページからも議会の内容や
　　　　　　　議会だよりをご覧いただけます。△

連絡先　七ヶ宿町議会事務局　☎ 37-2197　FAX 37-2198

９月定例会の
傍聴者は５名
でした

■
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　委
員
長
　吉
　田
　
　
　修

　副
委
員
長
　髙
　橋
　浩
　之

　委
　
　員
　五
十
嵐
　敏
　夫

　委
　
　員
　髙
　橋
　き
く
子

あなたも議会の傍聴してみませんか？
次回の議会は令和６年 12月４日から６日の会期で、第４回定例会を開催予定です。
傍聴に関してのご質問は「七ヶ宿町議会事務局」までお気軽にお問合せ下さい。

　七
ヶ
宿
町
最
大
の
イ
ベ
ン
ト「
わ

ら
じ
で
歩
こ
う
七
ヶ
宿
」、
前
夜
祭

の
「
花
火
大
会
」
は
雨
が
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
、
無
事
開
催
で
き
ま

し
た
。
中
で
も
前
夜
祭
で
は
大
勢

の
方
が
町
外
か
ら
訪
れ
、
駐
車
場

が
満
杯
状
態
に
。
準
備
ご
協
力
頂

い
た
皆
さ
ん
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　９
月
決
算
議
会
も
終
わ
り
、
議

会
広
報
特
別
委
員
会
で
は
「
見
や

す
く
読
み
や
す
い
」
議
会
だ
よ
り

発
行
め
ざ
し
、
委
員
会
を
重
ね
て

参
り
ま
し
た
。

　今
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
も
残
り
少

な
く
な
り
ま
し
た
が
、
平
穏
で
あ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。（

吉
田
）

編集
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平
成
10
年
に
妻
の
両
親
が
暮
ら
す
こ
の
町
で
同
居
生
活
が
始
ま
り
、
七
ヶ
宿
観
光
開
発

（
株
）
に
入
社
し
、「
道
の
駅
七
ヶ
宿
」
を
中
心
に
町
と
契
約
す
る
施
設
の
運
営
に
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

　
「
道
の
駅
七
ヶ
宿
」
で
は
、
店
舗
の
改
装
・
地
場
産
品
の
増
加
・
し
っ
そ
ソ
フ
ト
等
オ

リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発
等
施
設
の
魅
力
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
生
産
者
・
取
引
業
者
・
従

業
員
の
総
力
で
結
果
が
得
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
定
年
後
は
時
間
に
ゆ
と
り
が
あ
る
だ
ろ

う
と
の
思
い
、
花
苗
の
生
産
か
ら
始
め
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
無
事
出
荷
出
来
ま
し
た
。

「
道
の
駅
」
を
離
れ
た
こ
と
で
「
見
え
な
い
ニ
ー
ズ
」
の
掘
り
起
こ
し
が
で
き
な
く
な
り
、

少
し
ず
つ
生
産
品
目
を
増
や
し
、
高
品
質
の
も
の
を
作
る
よ
う
工
夫
を
重
ね
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
「
努
力
は
す
る
が
無
理
は
し
な
い
。
無
理
を
続
け
る
先

に
は
事
故
が
待
っ
て
い
る
。」
を
信
念
に
、
少
し
で
も
地

域
の
活
性
化
に
繋
が
る
よ
う
今
後
も
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
町
内
を
見
渡
す
と
、
移
住
定
住
の
成
果
も
あ
り

町
に
活
気
が
出
て
き
た
な
と
感
じ
る
一
方
で
、
施
設
の

運
用
は
順
調
な
の
か
？
と
思
う
時
が
あ
り
ま
す
。

　

町
・
議
会
の
皆
様
、
ま
ち
づ
く
り
を
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

　
　【
身
の
丈
に
合
っ
た
努
力
】

　
　【
身
の
丈
に
合
っ
た
努
力
】

今
月
号
は
佐さ

さ々

木き 

哲さ
と
しさ
ん
よ
り
投
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

横
川
地
区
に
お
住
ま
い
で
す
。

佐さ

さ々

木き

　
哲
さ
と
し 

氏

　
「
道
の
駅
七
ヶ
宿
」
退
職

後
花
苗
や
野
菜
作
り
に
専

念
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
色
々
な
野
菜
栽

培
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

き
ま
す
。


